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Team information
放射線治療室
　放射線治療は手術、抗がん剤と並んでがんの治療を担う三本柱の一つですが、
近年は機器の進歩により益々重要な武器となっています。その放射線治療の特長は、
病変を制御しつつ臓器の形態と機能の温存が可能なところにあります。喉頭癌が
良い例です。また、身体への負担から手術や抗がん剤での治療が難しい場合にも治療
可能で、受け入れやすい低侵襲の治療法として用いることも可能です。また、骨転移の
痛みやがんによる辛い症状を和らげる場面でも心強い治療の手立てとなります。部位
も頭から足先まで様 な々場面でがん治療での有用な武器となる放射線ですが、副作用
も全くない訳ではありませんし、治療する部分や照射する量も十分に検討する必要が
あります。当治療室では経験豊かなスタッフが患者さんに寄り添う応援団として日々
治療にあたっています。

mrc Place
健康管理センター
　近年、わが国ではがんの増加が大きな問題となっています。がんは他の病気に比べて、
亡くなる確率が高い非常に危険な病気と考えられてきました。しかし、早期発見・
早期治療ができれば治癒できる可能性が高くなっています。当健康管理センターでは
胃透視、胃内視鏡検査（胃がん）、胸部X線写真、胸部CT（肺がん）、マンモグラフィー
（乳がん）、子宮頚がん細胞診検査（子宮頸がん）、腹部超音波（肝臓がん、膵がんなど）、
PSA（前立腺がん）などの腫瘍マーカー検査などによって、毎年早期のがんが発見され
早期の治療がされています。さらに最近、ABC検診（ヘリコバクター・ピロリ菌の感染
有無等による胃がん検査）やHPV検査（ヒト・パピローマウイルスの感染有無による
子宮頸がん検査）を併用して、より適正な検査の間隔を決めることも可能になってきて
います。
　また、たばこや動物性脂肪のとりすぎ、野菜など食物繊維の不足といった生活習慣
を改善していただくことにより、がんの発症を予防するようにも努めています。

in Profile
病理専門医　
　「病理診断」という言葉をご存知ですか？病変部から採取された検体の標本を作って、顕微鏡
で「確定診断」をするのが病理診断です。病理診断は「病理医」という専門の医師が行っています。
　例えば一言に「肺がん」と言っても、WHO（世界保健機関）の定めた肺がんの種類を羅列する
と70種類以上あります。その詳細な「組織型」を決定し、がんの性格を明らかにするのが病理診断
です。また「術中迅速診断」といって、手術中に手術方針を決めるために行う病理診断もありま
すが、これは病理医が勤務する当院のような病院でしかできません。がんの広がりの程度
「進行度」を決めることも病理診断の仕事です。
　様々な疾患について病理診断が行われますが、がん診療では特に病理診断が必須です。
なぜなら、その内容によって治療方針が大きく異なってくるからです。このように「病理医」は
患者さんと直接お会いすることはありませんが、病理診断を通してほぼ全てのがん患者さんと
深く関わっています。日々、見えない患者さんの姿を思い浮かべながら、一生懸命、顕微鏡に
向かっています。

(日本病理学会認定病理専門医)



What is・・・?

　ＰＳＡ検査は前立腺がんを発見する血液検査として、
人間ドックや地域の健康診断でも行われています。
前立腺がんは早期では自覚症状がほとんどなく、進行
してから見つかっていましたが、ＰＳＡ検査により、早期に
発見できるようになりました。また、前立腺がんの治療経
過観察中の再発を見つける上でも有効で、がんの状態の
監視にも活用されています。
　ＰＳＡは前立腺特異抗原の英語の略で、前立腺が作り
出すたんぱく質の一種です。前立腺に異常が起こると
血液中に多く放出され、血清中ＰＳＡ値が上昇します。
基準値は4ng/ml以下が一般的であり、それを超えると
前立腺がんが疑われ、10ng/mlを超えるとその確率は
50％以上と高くなります。ＰＳＡ値に異常があれば、
前立腺の組織を採取して検査する生検を行い、がんの有無
について最終的な診断を行います。当院ではＰＳＡ値の
高い人を対象とした生検を年間約250件実施しています。
　前立腺がんの患者さんの約9割が60歳以上です。
高齢化が進んでいることや食事の欧米化、ＰＳＡ検査の
普及によって、前立腺がんの患者数・死亡数は増加傾向
にありますが、早期であれば十分根治が可能です。

　ピロリ菌は人の胃粘膜に生息する細菌で、主に
2歳までに経口感染します。日本では60歳以上の
約75％が感染していると推計されますが、若い世代
の感染率は低くなっています。
　ピロリ菌はアンモニアなどの物質を作り出して胃の
粘膜を傷つけ、慢性胃炎を引き起こし、そこに発がん
因子が加わって胃がんが発症します。当院の胃がん
症例の約99％がピロリ菌と関連しているというデータ
もあるため、除菌することこそが胃がん予防のひとつ
なのです。
　2013年からピロリ菌の除菌療法の対象が拡大し、
胃十二指腸潰瘍などに加え、慢性胃炎も保険適用
となりました。そのため当院での除菌施行者数も、
保険適用前の約4倍に急増しています。
　感染の有無を調べるピロリ菌検診には、内視鏡検査
の他に、尿素呼気試験やＡＢＣ検診などの簡便な検査
もあります。ＡＢＣ検診は血液検査であり、胃の健康度
の評価もできるため、当院の人間ドックはオプション
検査として導入しています。結果が陽性の場合は、
内視鏡検査を受けて慢性胃炎を確診したうえで除菌

　そのため50歳を過ぎたら年に一度はＰＳＡ検査
を受けてください。また、前立腺がんは遺伝的な要因も
あるため、家族に前立腺がんの患者さんがいる場合は、
40歳を過ぎたら一度検査を受けることをお勧めします。

療法を行います。除菌は薬の服用によって行い、当院
では約96％の人が除菌に成功しています。
　胃がん予防のために、まずはピロリ菌検診を受診
しましょう。

http://www.matsuyama.jrc .or. jp/cancer/

〒790-8524 愛媛県松山市文京町１番地
TEL：089-903-0968  FAX:  089-926-9614

がん診療推進室

松山赤十字病院 胃腸センター
月別ピロリ菌一次除菌療法施行者数
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保険適用拡大

2013年:計650例 >>

2012年:計253例 >>

(例)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

ピロリ菌除菌症例が急増(約4倍増)

対象　50歳以上の男性（家族歴を有する場合40歳代～）

一次検査（PSA値測定・基準値4ｎｇ/ｍｌ）

PSA基準値以下

引き続き年に一度は
PSA検査を受診

PSA基準値を超える

二次検査
（超音波検査・直腸診+生検）

前立腺がん定期的な検診を受けながら経過観察
または前立腺肥大症

前立腺がん発見のために必要な検査
前立腺がん検診の流れ
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ピロリ菌検診ってなに？～除菌で胃がんを予防～

ＰＳＡ検査を知ろう～前立腺がんの早期発見を！～


